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平成１９年度病害虫発生予報第１０号

平成１９年１２月６日

鳥 取 県 病 害 虫 防 除 所

予報の概要［参考］

区 分 農 作 物 名 病 害 虫 名 発 生 時 期 予 想 発 生 量

ラッキョウ 白色疫病 やや早い やや多い

うどんこ病 やや遅い やや少ない

灰色かび病 平 年 並 平 年 並
イチゴ

野 菜

気象予報（抜粋）

１か月予報（１２月１日～１２月３０日：１１月３０日、広島地方気象台発表）

向こう１か月の出現の可能性が最も大きい天候と特徴のある気温、降水量等の確率

は以下のとおりです。

天気は数日の周期で変わり、平年と同様に曇りや雨又は雪の日が多いでしょう。

向こう１か月の気温は平年並又は低い確率ともに４０％です。

週別の気温は、２週目は低い確率５０％です。

＜向こう１か月の気温、降水量の各階級の確率（％）＞

凡例： 低い（少ない） 平年並 高い（多い）

＜気温経過の各階級の確率（％）＞

凡例： 低い 平年並 高い

３～４週目

【 気 温 】

【降 水 量 】
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野 菜

［ラッキョウ］

１ 白色疫病

（１）予報の内容

発生時期 やや早い

発 生 量 やや多い
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（２）予報の根拠

ア １１月下旬現在、県東部及び中部の現地ほ場で発病が認められており、平年に比

べて発生時期がやや早い。

イ 本病は晩秋から初春の連続降雨や積雪により発病が多くなる。

ウ 向こう１か月の気象予報によると、今後やや多い発生量が見込まれる。

（３）防除上注意すべき事項

ア 薬剤防除は、発病前の予防散布が効果的である。１２月中旬にリドミルＭＺ水和

剤５００倍液、フロンサイド水和剤１，０００倍液、カーゼートＰＺ水和剤６００

倍液のいずれかを散布する。

イ １～２月の連続降雨後及び雪解け時に、リドミルＭＺ水和剤５００倍液、フロン

サイド水和剤１，０００倍液、ホライズンドライフロアブル１，０００倍液などを

散布する。

ウ 前年に発生の多かったほ場では、土壌中の病原菌密度は高いと考えられるので、

ほ場の排水対策とともに、年内の薬剤防除を徹底する。

［イチゴ］

１ うどんこ病

（１）予報の内容

発生時期 やや遅い  
発 生 量 やや少ない

（２）予報の根拠

ア 夏～秋期が高温で推移したため、本病の発生時期がやや遅れており、１１月下旬

現在の本ぽにおける発生量はやや少ない。

イ 向こう１か月の気象予報によると、今後もやや少ない発生量が見込まれる。

（３）防除上注意すべき事項

ア 罹病性品種では、発病後の防除は難しいので、予防防除に重点を置く。薬剤は、

表１を参考にＡ群の硫黄くん煙剤（サルファグレン）、又はＢ群の薬剤を選択して

使用する。

イ すでに本ぽで発生している場合は、表１を参考にＣ群、Ｄ群＋Ｅ群の混用、Ｅ群、

Ｆ群、ジーファイン水和剤＋Ｇ群の混用の各薬剤を７日間隔で散布後、Ａ群の薬剤

を処理する。灰色かび病の発生がみられる時は、Ｈ群の薬剤を散布する。

ウ 薬剤防除は、葉の裏や芽の間にも薬液がよくかかるように、丁寧に散布する。

エ なお、薬剤の使用に当たっては、同一群内の薬剤及び同一薬剤の連用は避ける。

また、Ａ群は、浸透性を高める展着剤と混用すると薬害がでやすいので、これらの

展着剤は加用しない。
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表１ イチゴうどんこ病の主要防除薬剤

薬

剤

群

種 類 薬 剤 名 希釈倍数・使用量
使用

回数

収穫

前日数

ｻﾙﾌｧｰｿﾞﾙ 500～1,000倍 ４ －
水和硫黄剤

ｸﾑﾗｽ 500～1,000倍 － －Ａ

硫黄くん煙剤 ｻﾙﾌｧｸﾞﾚﾝ 0.10ｇ /m３ － －

Ｂ ＤＢＥＤＣ剤 ｻﾝﾖｰﾙ 500～1,000倍 ６ 前日

ｱﾐｽﾀｰ20ﾌﾛｱﾌﾞﾙ 1,500～2,000倍 ３ 前日
Ｃ ｽﾄﾛﾋﾞﾙﾘﾝ系

ｽﾄﾛﾋﾞｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ 3,000～5,000倍 ３ 前日

ﾗﾘｰ水和剤 4,000～8,000倍 ３ 前日

ﾙﾋﾞｹﾞﾝくん煙剤 40g/200m３ ３ 前日

ﾊﾞｲｺﾗｰﾙ水和剤 5,000倍 ３ 前日

ﾄﾘﾌﾐﾝ水和剤 3,000～5,000倍 前日

ﾄﾘﾌﾐﾝｼﾞｪｯﾄ 50ｇ /400m３
５

前日

Ｄ ＥＢＩ剤

ﾊﾟﾝﾁｮTF顆粒水和剤 2,000倍 ２ 前日

炭酸水素ｶﾘｳﾑ ｶﾘｸﾞﾘｰﾝ 800～1,000倍 － 前日

炭酸水素ﾅﾄﾘｳﾑ ﾊｰﾓﾒｲﾄ水溶剤 800～1,000倍 － 前日Ｅ

炭酸水素ﾅﾄﾘｳﾑ･銅 ｼﾞｰﾌｧｲﾝ水和剤 750～1,000倍 － 前日

Ｆ ｷﾉｷｻﾘﾝ系 ﾓﾚｽﾀﾝ水和剤 3,000～4,000倍 ２ 前日

Ｇ 脂肪酸ｸﾞﾘｾﾘﾄﾞ ｻﾝｸﾘｽﾀﾙ乳剤 300～600倍 － 前日

ﾌﾙﾋﾟｶﾌﾛｱﾌﾞﾙ 2,000～3,000倍 前日
ｱﾆﾘﾉﾋﾟﾘﾐｼﾞﾝ系

ﾌﾙﾋﾟｶくん煙剤 50g/500m３
３

前日Ｈ

ｸﾞｱｼﾞﾆﾝ系 ﾍﾞﾙｸｰﾄ水和剤 4,000倍 ２ 前日

２ 灰色かび病

（１）予報の内容

発生時期 平 年 並

発 生 量 平 年 並

（２）予報の根拠

ア １１月下旬現在、本病の発生量はやや少ない。

イ 向こう１か月の気象予報によると、発生が多くなるのは平年並の３～４月頃と予

想され、平年並の発生量が見込まれる。

（３）防除上注意すべき事項

ア 枯葉や病果は早めに除去する。

イ ハウス内が２０℃前後で多湿になると多発しやすいので、随時、通風換気を行い、

必要以上の潅水は避ける。

ウ 薬剤防除は、表２の薬剤を参考にＡ群、Ｂ群の薬剤を予防散布する。その後、Ｃ

～Ｅ群の各薬剤を７～１０日間隔で輪番散布する。

エ なお、薬剤の使用に当たっては、耐性菌の発達しやすいＣ群の薬剤の輪番処理及

び同一薬剤の連用は避ける。
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表２ イチゴ灰色かび病の主要防除薬剤

薬

剤

群

種 類 薬 剤 名 希釈倍数・使用量
使用

回数

収穫

前日数

Ａ ＤＢＥＤＣ剤 ｻﾝﾖｰﾙ 500倍 ６ 前日

ﾌﾙﾋﾟｶﾌﾛｱﾌﾞﾙ 2,000～3,000倍 前日
Ｂ ｱﾆﾘﾉﾋﾟﾘﾐｼﾞﾝ系

ﾌﾙﾋﾟｶくん煙剤 50g/500m3
３

前日

ﾛﾌﾞﾗｰﾙ水和剤 1,500倍 前日

ﾛﾌﾞﾗｰﾙ500ｱｸｱ 1,000～1,500 倍 前日

ﾛﾌﾞﾗｰﾙくん煙剤 100g/300～400m3

４

前日

ｽﾐﾚｯｸｽ水和剤 2,000倍 前日

Ｃ ｼﾞｶﾙﾎﾞｷｼｲﾐﾄﾞ系

ｽﾐﾚｯｸｽくん煙顆粒 6g/100m3
３

前日

Ｄ ｱﾘﾆﾄﾞ系 ｶﾝﾀｽﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ 1,000～1,500倍 ３ 前日

ﾌｪﾆﾙﾋﾟﾛｰﾙ系 ｾｲﾋﾞｱｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ20 1,000～1,500倍 ３ 前日

ﾌｪﾆﾙﾋﾟﾛｰﾙ系･

ﾋﾄﾞﾛｷｼｱﾆﾘﾄﾞ系
ｼﾞｬｽﾄﾐｰﾄ顆粒水和剤 2,000～3,000倍 ３ 前日

Ｅ

ｸﾞｱｼﾞﾆﾝ系・

ﾋﾄﾞﾛｷｼｱﾆﾘﾄﾞ系
ﾀﾞｲﾏｼﾞﾝ 2,000倍 ２ 前日

［おしらせ］

農薬は、農林水産省の登録番号のあるものを、ラベルをよく読んで使いましょう。

詳しい内容は、独立行政法人 農林水産消費安全技術センターの「農薬登録情報検索シ

ステム」から検索できます。（http://www.famic.go.jp/）

農薬の使用に当たっては、農薬使用基準を遵守するとともに、

周辺への飛散には十分注意しましょう。

＜鳥取県病害虫防除所ホームページ＞

アドレス http://www.jppn.ne.jp/tottori/ 

病害虫の発生予察情報やフェロモントラップの調査結果（野菜の各種害虫、果樹のシン

クイムシ類）、病害虫の診断方法などの情報をお知らせしていますので、ご利用下さい。

鳥取県病害虫防除所

〒680-1142 鳥取市橋本 260 
 TEL：0857-53-1345、FAX：0857-53-5647 

E-mail：boujyot@titan.ocn.ne.jp 
 

※次回の予報発表は、２月７日（木）の予定です。


